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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2013-546238(P2013-546238A)
【公表日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-534135(P2013-534135)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  35/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ  35/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低解像度カラービデオ画像フレームのストリームを提供するための低解像度カラーデジ
タルビデオカメラと、
　高解像度単色ビデオ画像フレームのストリームを提供するための高解像度単色デジタル
ビデオカメラと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームを取得するために、２つのビデオ
画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含むデジタル処理シ
ステムと、
を含むビデオ撮像システムであって、
　前記カメラは、前記デジタル処理システムに動作可能に接続され、
　前記画像融合モジュールが使用する前記画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統計
ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、ビデオ撮像
システム。
【請求項２】
　前記カメラのうち少なくとも１つの視野内で動く物体の動きを検出するための物体移動
モジュールと、
　前記カメラの視野を覆う物体の位置を決定するための物体位置モジュールと、
をさらに含む、請求項１に記載のビデオ撮像システム。
【請求項３】
　前記カメラのうち少なくとも１つの視野内で動く物体の動きを検出するための物体移動
モジュール
をさらに含む、請求項１に記載のビデオ撮像システム。
【請求項４】
　前記カメラの視野を覆う物体の位置を決定するための物体位置モジュール
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をさらに含む、請求項１に記載のビデオ撮像システム。
【請求項５】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項１に記載のビデオ撮像システム。
【請求項６】
　２つの画像のうち少なくとも１つの上にある物体の位置から前記物体の２次元座標を決
定することによって、前記カメラの視野の重複面積における前記物体の位置を決定するた
めの３次元座標系を提供することと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームの２つの画像フレーム間の視差か
ら、前記画像フレームの平面に直交する軸における前記カメラから前記物体までの距離を
決定することと、
をさらに含む、請求項１に記載のビデオ撮像システム。
【請求項７】
　低解像度カラーデジタルビデオカメラから画像フレームのストリームを提供することと
、
　高解像度単色デジタルビデオカメラから対応する画像フレームのストリームを提供する
ことと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するカラービデオ画像フレームのストリームを取得するために、２つの
画像フレームのストリームを融合させることと、
を含む方法であって、
　ビデオ画像の２つのストリームを融合させるための画像融合方法は、計算ベースの融合
方法、統計ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、
方法。
【請求項８】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記カメラのうち少なくとも１つから２つの画像フレームを分離することと、
　前記２つの画像フレームを比較することと、
　前記２つの画像フレームにおける少なくとも１つの差異を識別することと、
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　２つの画像のうち少なくとも１つの上にある物体の位置から前記物体の２次元座標を決
定することによって、前記カメラの視野の重複面積における前記物体の位置を決定するた
めの３次元座標系を提供することと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームの２つの画像フレーム間の視差か
ら、前記画像フレームの平面に直交する軸における前記カメラから前記物体までの距離を
決定することと、
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記重複面積における物体の動きに少なくとも差異を関連付けること
をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　デジタルビデオカメラであって、
　低解像度カラーデジタルセンサと、
　高解像度単色デジタルセンサと、
　レンズと、
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　前記カラーおよび単色センサへ前記レンズを通過する入射光を配向するためのビームス
プリッタと、
を含む、デジタルビデオカメラと、
　前記単色デジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームで前記カラーデジタル
センサからビデオ画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含
むデジタル処理システムであって、前記センサは、前記デジタル処理システムに動作可能
に接続される、デジタル処理システムと、
を含む撮像システムであって、
　前記画像融合モジュールが使用する前記画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統計
ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、撮像システ
ム。
【請求項１３】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項１２に記載の撮像システム。
【請求項１４】
　デジタルビデオカメラであって、
　低解像度カラーデジタルセンサと、
　高解像度単色デジタルセンサと、
　レンズと、
　前記カラーセンサへ前記レンズを通過する入射光を配向する第１位置と前記単色センサ
への入射光を配向する第２位置との間で動作可能なミラーと、
を含む、デジタルビデオカメラと、
　前記単色デジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームで前記カラーデジタル
センサからビデオ画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含
むデジタル処理システムであって、前記センサは、前記デジタル処理システムに動作可能
に接続される、デジタル処理システムと、
を含む撮像システムであって、
　前記画像融合モジュールが使用する前記画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統計
ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、撮像システ
ム。
【請求項１５】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項１４に記載の撮像システム。
【請求項１６】
　前記低解像度カラービデオ画像フレームは、少なくとも３つのスペクトル帯を含む複数
スペクトル画像フレームである、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項１７】
　低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームは、少な
くとも３つのスペクトル帯を含む複数スペクトル画像フレームである、請求項７乃至１１
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記カラーデジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームは、少なくとも３つ
のスペクトル帯を含む複数スペクトル画像フレームである、請求項１２乃至１５のいずれ
か１項に記載の撮像システム。
【請求項１９】
　低解像度カラービデオ画像フレームのストリームを提供するためのカラーデジタルビデ
オカメラと、
　高解像度単色ビデオ画像フレームのストリームを提供するための単色デジタルビデオカ
メラと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
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も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームを取得するために前記２つのビデ
オ画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含むデジタル処理
システムと、
を含むビデオ撮像システムであって、
　前記カメラは、前記デジタル処理システムに動作可能に接続され、
　前記画像融合モジュールが使用する前記画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統計
ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、ビデオ撮像
システム。
【請求項２０】
　前記カメラのうち少なくとも１つの視野内の物体の動きを検出するための物体移動モジ
ュールと、
　前記カメラの視野を覆う物体の位置を決定するための物体位置モジュールと、
をさらに含む、請求項１９に記載のビデオ撮像システム。
【請求項２１】
　前記カメラのうち少なくとも１つの視野内で動く物体の動きを検出するための物体移動
モジュール
をさらに含む、請求項１９に記載のビデオ撮像システム。
【請求項２２】
　前記カメラの視野を覆う物体の位置を決定するための物体位置モジュール
をさらに含む、請求項１９に記載のビデオ撮像システム。
【請求項２３】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項１９に記載のビデオ撮像システム。
【請求項２４】
　２つの画像のうち少なくとも１つの上にある物体の位置から前記物体の２次元座標を決
定することによって、前記カメラの視野の重複面積における前記物体の位置を決定するた
めの３次元座標系を提供することと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームの２つの画像フレーム間の視差か
ら、前記画像フレームの平面に直交する軸における前記カメラから前記物体までの距離を
決定することと、
をさらに含む、請求項１９に記載のビデオ撮像システム。
【請求項２５】
　前記低解像度カラービデオ画像フレームは、少なくとも３つのスペクトル帯を含む複数
スペクトル画像フレームである、請求項１９乃至２４のいずれか１項に記載の撮像システ
ム。
【請求項２６】
　低解像度カラーデジタルビデオ画像フレームのストリームを提供することと、
　高解像度単色デジタルビデオ画像フレームの対応するストリームを提供することと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオ画像フレームのストリームよりも高い解像度を有す
るカラービデオ画像フレームのストリームを取得するために、ビデオ画像フレームの２つ
のストリームを融合させることと、
を含む方法であって、
　前記デジタルビデオ画像フレームの２つのストリームを融合させるための画像融合方法
は、計算ベースの融合方法、統計ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成
る群から選択される、方法。
【請求項２７】
　前記低解像度カラーデジタルビデオ画像フレームのストリームは、第１のデジタルビデ
オカメラによって提供され、前記高解像度単色デジタルビデオ画像フレームのストリーム
は、第２のデジタルビデオカメラによって提供される、請求項２６に記載の方法。
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【請求項２８】
　前記低解像度カラーデジタルビデオ画像フレームのストリームおよび前記高解像度単色
デジタルビデオ画像フレームのストリームは、デジタルビデオカメラによって提供される
、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記カメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視用ビデ
オカメラから成る群から選択される、請求項２６乃至２８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記カメラのうち少なくとも１つから２つの画像フレームを分離することと、
　前記２つの画像フレームを比較することと、
　前記２つの画像フレームにおける少なくとも１つの差異を識別することと、
をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項３１】
　２つの画像のうち少なくとも１つの上にある物体の位置から前記物体の２次元座標を決
定することによって、前記カメラの視野の重複面積における前記物体の位置を決定するた
めの３次元座標系を提供することと、
　前記低解像度カラーデジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームより
も高い解像度を有するビデオ画像フレームのストリームの２つの画像フレーム間の視差か
ら、前記画像フレームの平面に直交する軸における前記カメラから前記物体までの距離を
決定することと、
をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項３２】
　前記重複面積における物体の動きに少なくとも差異を関連付けること
をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項３３】
　前記高解像度単色デジタルビデオカメラからのビデオ画像フレームのストリームは、少
なくとも３つのスペクトル帯を含む複数スペクトル画像フレームである、請求項２６乃至
３２のいずれか１項に記載の撮像システム。
【請求項３４】
　デジタルビデオカメラであって、
　カラーデジタルセンサと、
　単色デジタルセンサと、
　レンズと、
　前記カラーおよび単色センサへ前記レンズを通過する入射光を配向するためのビームス
プリッタと、
を含む、デジタルビデオカメラと、
　前記単色デジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームで前記カラーデジタル
センサからビデオ画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含
むデジタル処理システムであって、前記センサは、前記デジタル処理システムに動作可能
に接続される、デジタル処理システムと、
を含む撮像システムであって、
　前記画像融合モジュールにより使用される画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統
計ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、撮像シス
テム。
【請求項３５】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項３４に記載の撮像システム。
【請求項３６】
　デジタルビデオカメラであって、
　カラーデジタルセンサと、
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　単色デジタルセンサと、
レンズと、
　前記カラーセンサへ前記レンズを通過する入射光を配向する第１位置と前記単色センサ
への入射光を配向する第２位置との間で動作可能なミラーと、
を含む、デジタルビデオカメラと、
　前記単色デジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームで前記カラーデジタル
センサからビデオ画像フレームのストリームを融合させるための画像融合モジュールを含
むデジタル処理システムであって、前記センサは、前記デジタル処理システムに動作可能
に接続される、デジタル処理システムと、
を含む撮像システムであって、
　前記画像融合モジュールにより使用される画像融合方法は、計算ベースの融合方法、統
計ベースの融合方法、および比率ベースの融合方法から成る群から選択される、撮像シス
テム。
【請求項３７】
　前記ビデオカメラは、セキュリティ用ビデオカメラ、観察用ビデオカメラ、または監視
用ビデオカメラから成る群から選択される、請求項３６に記載の撮像システム。
【請求項３８】
　前記カラーデジタルセンサからのビデオ画像フレームのストリームは、少なくとも３つ
のスペクトル帯を含む複数スペクトル画像フレームである、請求項３６または３７に記載
の撮像システム。
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